
目標値
基準値
（単位）

指標の分析

外部要因を加味した実績の評価外部要因の分析

社会経済動向

評価

国・都の政策

実　 績
達成率

実　 績
達成率

実　 績
達成率
実　 績
達成率

実績の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

予 算 現 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

総 合 計 画
基 本 目 標

主 担 当 部 課 名

市民ニーズ

３　指標実績の推移等

施 策 評 価 シ ー ト 対象年度

記載年月

２　事業費・人件費等の推移

基 本 施 策

め ざ す 姿

（単位：円、人）

SDGsとの関連

１　施策の目的等

施 策 名

指標名

14,723,000 14,819,000 13,409,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

14,723,000 14,819,000 13,409,000

2,888,000 14,836,000 0

2,041,351 10,941,552 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,041,351 10,941,552 0

70.7 73.8 0.0

1.66 1.99 0.00

13,005,780 15,916,175 0

0.00 0.00 0.00

0 0 0

366,034 404,166 0

15,413,165 27,261,893 0

① 府中囃子及び武蔵国府太鼓の認知度
-

%

67.7 - - -

104.2 0.0 0.0 0.0
65

② 市民芸術文化祭参加者数
5,458

人

2,947 - - -

50.8 0.0 0.0 0.0
5,800

③ 市民芸術文化祭参観者数
116,898

人

40,852 - - -

32.2 0.0 0.0 0.0
127,000

令和5年9月

令和 4年度

- 1 -

043 市民の文化・芸術活動の支援

Ⅲ 多様性を認め合い　人と文化が磨かれるまち（文化・学習）

03 文化・芸術活動の支援
文化スポーツ部 文化生涯学習課

本市特有の伝統芸能や芸術文化がしっかりと継承され、市民がそれらに親しみや誇りを持つとともに、様-な文化や芸術活動に触れる、楽しむ
機会が充実しており、心豊かな生活を営んでいます。

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

R 7年度

コロナ禍前と比較すると制限があるものの、感染症対策を行い
ながら文化・芸術活動が実施されるようになった。

東京都は、2030年までの東京都の文化行政の方向性や重点的に
取り組む施策を示した「東京文化戦略2030～芸術文化で躍動す
る都市東京を目指して～」を取りまとめた。

市民芸術文化祭については、伝統文化の次世代への継承しつつ
より参加者参観者増加が課題。

目標達成に向け順調に進ちょくした

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため一部事業を中止または縮小したもの
の、目標達成に向けて事業を実施することができた。



４　主要な取組（事務事業）の進行管理

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

計画値

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

計画値

計画値

実 　績

計画値

実 　績

実 　績

計画値

実 　績

計画値

実 　績

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

次年度における事業の位置づけ

（※）要因の類型

☑ ☑ ☑

指標名
基準値

（単位）

事業推移
計画値

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

要因の類型（※）

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

次年度における事業の位置づけ

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

☑ ☑ ☑

次年度における事業の位置づけ

指標名
基準値 事業推移

計画値
実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）（単位）

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑

指標名
基準値 事業推移

計画値
実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）（単位）

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

実 　績 ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

要因の類型（※）

武蔵国府太鼓普及事業 文化スポーツ部 文化生涯学習課 主要な事務事業

B 1

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①府中囃子及び武蔵国府太鼓
の認知度

-

%

50 55 60 65 65

67.7 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

囃子、太鼓の講習会の実施のほか、青少年音楽祭や市民芸術文化祭への出演により認知度が高まっていると思われる。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

府中市民芸術文化祭事業 文化スポーツ部 文化生涯学習課 主要な事務事業

B 1

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①市民芸術文化祭の参加者数

5,458

人

5,520 5,540 5,560 5,800 5,800

2,947 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

新型コロナウイルスの影響により一部事業が中止となったため

②市民芸術文化祭の参観者数

116,898

人

119,400 119,800 110,000 127,000 127,000

40,852 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

新型コロナウイルスの影響により一部事業が中止となったため

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

043　市民の文化・芸術活動の支援

- 2 -

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他



評価

今年度の主な取組と成果

今後の展開

４年間の総合評価

評価

実績

今後の展開

協働により推進したい取組

今年度の方針４年間（計画期間中）で協働により推進したい具体的な取組（解決したい課題・着手したい事業等）

６　関連計画における位置づけ

評価 次年度の方針今年度の取組実績

５　施策の評価

043　市民の文化・芸術活動の支援

- 3 -

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

概ね計画通りの成果を上げた

市民の文化・芸術活動を支援す
るため、市民芸術文化祭等を実
施した。また、府中市特有の伝
統芸能の伝承・普及のための事
業を実施した。

市民芸術文化祭については、更
なる参観者の増加を目指す。
武蔵国府太鼓講習会は府中文化
振興財団と連携し、内容を工夫
して実施する。

文化芸術に親しむ機会の提供と担い手の育成や、本市の伝統文化の伝承・普及に関すること。

市内事業者と市が協力して文化芸術の盛り上がりを生み出し、市民が文化芸術に親しむ機会をよ
り多く提供していく。また、市の伝統文化について関係団体と連携し、各種イベント等の提案や
情報提供等を実施することで伝承普及を行う。

定期的に市内文化施設等の運営事業者同士の意見交換会を行い
連携を進める。
府中囃子演奏技術伝承事業及び武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業
を実施し担い手の育成を行う。
府中囃子演奏ＣＤ及び武蔵国府太鼓演奏ＤＶＤを販売し、市の
伝統芸能の普及に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

八館連絡会　年４回
府中囃子演奏技術伝承事業委託　２５支部
武蔵国府太鼓講習会　２４回

協働により実施した（4、5に該
当しないもの）

引き続き、定期的に市内文化施設等の運営事業者同士の意見交
換会を行い連携を進める。
武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業は府中文化振興財団の自主事業
として実施し、担い手の育成を行う。
府中囃子演奏ＣＤ及び武蔵国府太鼓演奏ＤＶＤを販売し、市の
伝統芸能の普及に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　



目標値
基準値
（単位）

指標の分析

外部要因を加味した実績の評価外部要因の分析

社会経済動向

評価

国・都の政策

実　 績
達成率

実　 績
達成率

実　 績
達成率
実　 績
達成率

実績の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

予 算 現 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

総 合 計 画
基 本 目 標

主 担 当 部 課 名

市民ニーズ

３　指標実績の推移等

施 策 評 価 シ ー ト 対象年度

記載年月

２　事業費・人件費等の推移

基 本 施 策

め ざ す 姿

（単位：円、人）

SDGsとの関連

１　施策の目的等

施 策 名

指標名

1,980,989,000 1,663,807,000 3,662,376,000

0 0 0

105,000,000 0 0

0 94,900,000 1,411,000,000

514,511,000 235,473,000 890,245,000

1,361,478,000 1,333,434,000 1,361,131,000

2,008,784,000 1,692,693,000 0

1,933,041,432 1,617,411,984 0

0 5,459,000 0

156,856,000 2,970,000 0

0 83,500,000 0

260,350,733 206,469,907 0

1,515,834,699 1,319,013,077 0

96.2 95.6 0.0

18.18 15.36 0.00

142,436,791 122,896,785 0

0.00 0.40 0.00

0 1,287,246 0

9,492,619 8,743,171 0

2,084,970,842 1,750,339,186 0

① 府中の森芸術劇場３ホ-ルの平均稼働率
74.1

%

76.6 - - -

98.2 0.0 0.0 0.0
78

② 郷土の森博物館入場者数
276,650

人

350,447 - - -

105.1 0.0 0.0 0.0
333,500

③ 府中市美術館入場者数
302,525

人

255,330 - - -

82.4 0.0 0.0 0.0
310,000

令和5年9月

令和 4年度

- 1 -

044 文化施設の有効活用

Ⅲ 多様性を認め合い　人と文化が磨かれるまち（文化・学習）

03 文化・芸術活動の支援
文化スポーツ部 文化生涯学習課

各文化施設が文化・芸術に係る鑑賞や学習、文化・芸術活動に係る発表等のために供されており、市民が身近な場所で文化・芸術に親しむこと
で、文化意識が十分に醸成されています。

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

R 7年度

【指標名①】感染症対策を行いながら文化・芸術活動が実施さ
れるようになった。【指標名②】コロナ禍における身近で安全
な学び・行楽の場として人気が高まった。【指標名③】感染症
対策の緩和

【指標名①】なし【指標名②】なし【指標名③】なし

【指標名①】感染症対策を行いながら文化・芸術活動が実施さ
れるようになり、施設利用者が増加した。【指標名②】多彩な
事業・企画が想定以上に市民ニーズと合致し、利用者が伸びた
。【指標名③】文化・芸術に係る鑑賞や学習、文化・芸術活動
に触れ合う機会の提供。

目標達成に向け順調に進ちょくした

【指標名①】
コロナの影響により稼働率は低迷していたが、感染症対策を行いながら文化・
芸術活動が実施されるようになり、施設利用者が増加したため、稼働率は目標
値に近い数値となった。
【指標名②】
コロナの影響による事業の一部縮小等マイナス要因はあったが、身近で安全な
学び・行楽の場としての期待の高まり、創意工夫の事業・企画が市民ニーズに
合致する等、プラス要因の方が大きく作用した。
【指標名③】
目標値には、届かないものの、秋の大型展覧会などが30,000人を超えるなど、
各展覧会が好調であった。



４　主要な取組（事務事業）の進行管理

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

計画値

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

計画値

計画値

実 　績

計画値

実 　績

実 　績

計画値

実 　績

計画値

実 　績

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

次年度における事業の位置づけ

（※）要因の類型

☑ ☑ ☑

指標名
基準値

（単位）

事業推移
計画値

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

要因の類型（※）

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

次年度における事業の位置づけ

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

☑ ☑ ☑

次年度における事業の位置づけ

指標名
基準値 事業推移

計画値
実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）（単位）

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑

指標名
基準値 事業推移

計画値
実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）（単位）

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

実 　績 ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

要因の類型（※）

府中の森芸術劇場管理運営事業 文化スポーツ部 文化生涯学習課 重点プロジェクト

A

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①府中の森芸術劇場本館の保
守点検の実施項目数

51

件

51 51 40 51 51

52 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

業務計画書に基づき、計画的に実施した。なお、R4年度計画時に予定していなかったテレポーズ保守、貯湯槽陽極棒交換を実施し
、予定していたチェンバロ保守を実施しなかったため、52件（2増1減）となった。

②経年劣化による大規模改修
等の施設整備計画の進捗率

30

%

40 60 100 100 100

40 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

実施設計委託業者及び建築施設課と連携し、遅延等なく予定通り業務を完了することができた。

郷土の森博物館管理運営事業 文化スポーツ部 ふるさと文化財課 主要な事務事業

B 1

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①郷土の森博物館入場者数

276,650

人

290,000 303,500 318,500 333,500 333,500

350,447 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □

園内の植栽を生かした催しが好調で、あじさいまつりは、過去最高の入場者数を記録。プラネタリウムの番組も好評で、観覧者数
は予想を上回った。水遊びの池の再開もプラス要因。展示会、プラネタリウム、園内の各事業に対する地道な取り組みが功を奏し
たともいえる。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

美術館維持管理事業 文化スポーツ部 美術館 主要な事務事業

A

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①入館者数

302,525

人

310,000 310,000 310,000 310,000 310,000

225,722 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

感染症対策の緩和

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

044　文化施設の有効活用
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1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他



評価

今年度の主な取組と成果

今後の展開

４年間の総合評価

評価

実績

今後の展開

協働により推進したい取組

今年度の方針４年間（計画期間中）で協働により推進したい具体的な取組（解決したい課題・着手したい事業等）

６　関連計画における位置づけ

評価 次年度の方針今年度の取組実績

５　施策の評価
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R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

概ね計画通りの成果を上げた

【府中の森芸術劇場】
管理・運営に関する基本協定に
基づく運営。
改修に伴う実施設計委託を実施
。
【郷土の森博物館】
管理・運営に関する基本協定に
基づく運営。広報活動の充実や
計画的な施設修繕等を実施。
【美術館】
目標値には、届かないものの、
秋の大型展覧会などが30,000人
を超えるなど、好評を博し、一
定の評価を上げられた。

【府中の森芸術劇場】
管理・運営に関する基本協定に
基づく運営。
施設・設備の老朽化等に伴う改
修工事を実施。
【郷土の森博物館】
豊富な資源を生かした事業展開
、施設の老朽化対策の検討及び
計画的な修繕等の実施。
【美術館】
文化・芸術に係る鑑賞や学習、
文化・芸術活動に触れ合う機会
の提供を継続する。

イベントの開催などの文化施設の有効活用に関すること。

府中の森芸術劇場、郷土の森博物館や府中市美術館などの各文化施設を活用し、市民団体やボラ
ンティア、事業者と連携・協力し、様々なジャンルのイベントを実施する。また、子どもから大
人まで幅広い世代に積極的にイベントに参加していただき、芸術・文化に親しむ機会を持ってい
ただく。

市民団体等と連携・協力して実施している既存のイベントにつ
いて、目標の達成状況や実施による効果を把握し、効果的かつ
効率的に行われるよう見直しを行う。
また、新規にイベントを企画する場合は、事業の必要性や効果
、手法などを検証し、財源を確保した上で検討する。

【府中の森芸術劇場】
「けやき音楽祭 JAZZ in FUCHU」、「市民『第九』」、「防災
体験コンサート」の開催等。
【郷土の森博物館】
博物館ボランティアによる運営協力、市民団体との共催による
「鉄道模型博２０２２」の開催等。
【美術館】
市立小中学校教育研究会図工・美術部共催の造形ワークショッ
プの実施。

協働により実施した（4、5に該
当しないもの）

引き続き、市民団体等と連携・協力して実施している既存のイ
ベントについて、目標の達成状況や実施による効果を把握し、
効果的かつ効率的に行われるよう見直しを行う。
また、新規にイベントを企画する場合は、事業の必要性や効果
、手法などを検証し、財源を確保した上で検討する。



目標値
基準値
（単位）

指標の分析

外部要因を加味した実績の評価外部要因の分析

社会経済動向

評価

国・都の政策

実　 績
達成率

実　 績
達成率

実　 績
達成率
実　 績
達成率

実績の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

予 算 現 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

総 合 計 画
基 本 目 標

主 担 当 部 課 名

市民ニーズ

３　指標実績の推移等

施 策 評 価 シ ー ト 対象年度

記載年月

２　事業費・人件費等の推移

基 本 施 策

め ざ す 姿

（単位：円、人）

SDGsとの関連

１　施策の目的等

施 策 名

指標名

195,288,000 245,086,000 293,788,000

26,442,000 45,482,000 42,964,000

12,116,000 22,111,000 24,172,000

0 0 0

11,300,000 10,600,000 27,000,000

145,430,000 166,893,000 199,652,000

214,950,000 244,802,000 0

195,452,888 199,034,272 0

17,750,000 27,316,000 0

8,395,000 13,028,000 0

0 0 0

11,000,000 9,000,000 0

158,307,888 149,690,272 0

90.9 81.3 0.0

14.35 14.15 0.00

112,429,480 113,190,392 0

9.00 12.00 0.00

29,238,228 38,617,392 0

520,201 1,261,150 0

337,640,797 352,103,206 0

① ふるさと府中歴史館入場者数
86,284

人

161,020 - - -

167.7 0.0 0.0 0.0
96,000

② 国史跡武蔵府中熊野神社古墳展示館入場
者数

9,160

人

6,147 - - -

49.2 0.0 0.0 0.0
12,500

③ 『新 府中市史』の刊行物の発行数
16

種類

25 - - -

80.6 0.0 0.0 0.0
31

令和5年9月

令和 4年度
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045 歴史文化遺産の保存と活用

Ⅲ 多様性を認め合い　人と文化が磨かれるまち（文化・学習）

03 文化・芸術活動の支援

文化スポーツ部 ふるさと文化財
課

歴史文化遺産の保存と歴史資料の活用等により、市民をはじめとする多くの人々が本市の歴史文化遺産について学び、その価値に対する理解を
深めており、郷土愛が育まれるとともに、歴史と伝統があるまちとしての魅力が広まっています。

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

R 7年度

新型コロナウイルスによる制限等がほぼなかったこと、またウ
ィズコロナへと移行されつつあることから、来館者が徐々に戻
りつつある。

ふるさと府中歴史館内にマイナンバー関係窓口の設置をしたこ
とから、来館者数が増加し、史跡の普及啓発が図れた。

国より、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図る方針が出て
いるとはいえ、感染症法上の位置づけが２類相当であることか
ら、見学する団体等がコロナ禍前には戻れていない。

目標達成に向け順調に進ちょくした

社会経済動向、国・都の政策、市民ニーズの影響はあったが、指標にある施設
全体では、昨年度より227％来館者が増加した。多くの利用があったことから
、、史跡の普及啓発が図れたと考えている。
「新府中市史」については、資料編等３冊を発行することができたが、通史の
一部に遅れが生じた。



４　主要な取組（事務事業）の進行管理

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

計画値

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

計画値

計画値

実 　績

計画値

実 　績

実 　績

計画値

実 　績

計画値

実 　績

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

次年度における事業の位置づけ

（※）要因の類型

☑ ☑ ☑

指標名
基準値

（単位）

事業推移
計画値

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

要因の類型（※）

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

次年度における事業の位置づけ

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

事務事業名称 主担当部課名 事業種別

☑ ☑ ☑

次年度における事業の位置づけ

指標名
基準値 事業推移

計画値
実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）（単位）

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑

指標名
基準値 事業推移

計画値
実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）（単位）

要因の類型（※）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

実 　績 ☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

要因の類型（※）

ふるさと府中歴史館管理運営事業 文化スポーツ部 ふるさと文化財課 主要な事務事業

B 1

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①ふるさと府中歴史館入館者
数

86,284

人

88,500 91,000 93,500 96,000 96,000

161,020 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

マイナンバーの交付窓口の設置、マイナポイントの相談窓口の設置。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

武蔵国府跡保存活用事業 文化スポーツ部 ふるさと文化財課 重点プロジェクト

B 1

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①国司跡武蔵国府跡（国司館
地区）第二期整備の進捗率

5

%

10 20 25 40 40

10 - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

第２期整備の目的であるにぎわいと魅力ある空間の創出にあたり、たくさんの方に利用していくいただける活用事業の一環として
、民間活力を使った単発イベントによる実証実験イベント、また当課以外での広く民間利用にも供することができた。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

府中市史編さん事業 文化スポーツ部 ふるさと文化財課 主要な事務事業

C 1

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①
※数値の比較や推移で評価
することがなじまないため
指標の設定は行わない

-

-

- - - - -

- - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

045　歴史文化遺産の保存と活用
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1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他



評価

今年度の主な取組と成果

今後の展開

４年間の総合評価

評価

実績

今後の展開

協働により推進したい取組

今年度の方針４年間（計画期間中）で協働により推進したい具体的な取組（解決したい課題・着手したい事業等）

６　関連計画における位置づけ

評価 次年度の方針今年度の取組実績

５　施策の評価

045　歴史文化遺産の保存と活用
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R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

概ね計画通りの成果を上げた

・令和４年１月から、マイナン
バー関連窓口設置による史跡の
普及啓発との両立。国司館と家
康御殿史跡広場の利用促進とイ
ベント実施。熊野神社古墳をラ
イトアップすることによる、今
まで知らなかった方を含めた新
たなターゲットへの普及を行っ
た。これらの取組により、昨年
度以上に史跡の周知が図れたと
考えている。
・「近世資料編中・下」「市h
史研究」を発行・「原始古代通
史編」「中世通史編」「近現代
通史編」の編集。

・国の重要施策であるマイナン
バー関連窓口設置・協力に伴う
史跡普及啓発との両立の継続。
国司館と家康御殿史跡広場のさ
らなる利用促進を図る。
・市内教育機関や刊行ボランテ
ィア等での市史刊行物の活用促
進を図る。

歴史文化遺産に係る情報発信や市史刊行物の周知・活用に関すること。

・国司館と家康御殿史跡広場を多くの方に知って、利用してもらうため関係団体と連携し、情報
発信等利用の促進を図る。
・市内教育機関及び関係団体との連携（市史編さんに係る調査研究、市史刊行物の教育利用等）
。また、各種イベントにおける市史刊行物の周知・販売。

・委託事業者と協働で、国司館と家康御殿史跡広場の利用促進
を図る。
・主に東京外国語大学・東京農工大学等と連携し、市史編さん
に係る調査研究を行う。

・一般社団法人まちづくり府中との協働により、中心市街地で
ある国司館と家康御殿史跡広場を多くの方に知って、利用して
もらうため、日常における利用促進と、夜間時や、飲食等提供
等、試行的な取組による、利用促進を行った。
・東京外国語大学・東京農工大学と連携し、市史編さんに係る
調査研究を行った。

協働による相乗効果を得ること
ができ、その効果を市民に還元
することができた

・委託事業者と協働で、さらに国司館と家康御殿史跡広場の利
用促進を図る。
・主に東京外国語大学等と連携し、市史編さんに係る調査研究
を行う。


